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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成26年12月18日(2014.12.18)

【公開番号】特開2013-219167(P2013-219167A)
【公開日】平成25年10月24日(2013.10.24)
【年通号数】公開・登録公報2013-058
【出願番号】特願2012-88287(P2012-88287)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/48     (2010.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４００　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月30日(2014.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路基板上に複数のＬＥＤダイを実装したＬＥＤモジュールにおいて、
　少なくとも前記ＬＥＤダイの実装領域の中央部において前記ＬＥＤダイがひし形の格子
状に配列し、
　前記ＬＥＤダイの実装領域及び前記実装領域を囲むダム材が略円形であり、
　前記ＬＥＤダイが直列接続し一本のＬＥＤ列を形成し、
　前記ＬＥＤ列が第１部分ＬＥＤ列と第２部分ＬＥＤ列からなり、
　前記第１部分ＬＥＤ列と前記第２部分ＬＥＤ列の接続点にバイパス回路が接続し、
　前記実装領域には前記第２部分ＬＥＤ列の一部が実装される実装部と、前記第２部分Ｌ
ＥＤ列の他の一部が実装される実装部があり、
　前記第２部分ＬＥＤ列の二つの実装部で前記第１部分ＬＥＤ列の実装部を挟み込んでい
る
ことを特徴とするＬＥＤモジュール。
【請求項２】
　前記バイパス回路が第１電流入力端子と第２電流入力端子を備え、前記第１部分ＬＥＤ
列と前記第２部分ＬＥＤ列の接続点に前記第１電流入力端子が接続し、前記第２部分ＬＥ
Ｄ列を流れる電流が前記第２電流入力端子に入力し、前記バイパス回路が前記第２電流入
力端子に入力する電流により前記第１電流入力端子に入力する電流を制限していることを
特徴とする請求項１に記載のＬＥＤモジュール。
【請求項３】
　前記バイパス回路は、ディプレッション型のＦＥＴと抵抗からなり、前記第１電流入力
端子には前記ＦＥＴのドレインが接続し、前記第２電流入力端子には前記ＦＥＴのソース
と前記抵抗の一端が接続し、前記ＦＥＴのゲートと前記抵抗の他端の接続部から電流が流
出することを特徴とする請求項２に記載のＬＥＤモジュール。
【請求項４】
　前記バイパス回路に含まれる前記ＦＥＴがベアチップであり、前記回路基板にダイボン
ディングされていることを特徴とする請求項３に記載のＬＥＤモジュール。
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【請求項５】
　前記ＬＥＤ列に全波整流波形を印加することを特徴とする請求項１から４のいずれか一
項に記載のＬＥＤモジュール。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明のＬＥＤモジュールは、回路基板上に複数のＬＥＤダイを実装したＬＥＤモジュ
ールにおいて、
　少なくとも前記ＬＥＤダイの実装領域の中央部において前記ＬＥＤダイがひし形の格子
状に配列し、
　前記ＬＥＤダイの実装領域及び前記実装領域を囲むダム材が略円形であり、
　前記ＬＥＤダイが直列接続し一本のＬＥＤ列を形成し、
　前記ＬＥＤ列が第１部分ＬＥＤ列と第２部分ＬＥＤ列からなり、
　前記第１部分ＬＥＤ列と前記第２部分ＬＥＤ列の接続点にバイパス回路が接続し、
　前記実装領域には前記第２部分ＬＥＤ列の一部が実装される実装部と、前記第２部分Ｌ
ＥＤ列の他の一部が実装される実装部があり、
　前記第２部分ＬＥＤ列の二つの実装部で前記第１部分ＬＥＤ列の実装部を挟み込んでい
る
ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　前記ＬＥＤ列に全波整流波形を印加しても良い。
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